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　イギリスにおける協同組合思想は．イギリス資本主義の発生と発展、従つて、その矛盾の所産であ
る。それは当時の社会体制の批判であり、貧窮・悲惨な手工業老・農民そして賃労働者が自らを救済
するための支配階級に対する被支配階級の抵抗の思想であつた。
　一六四九Eの「清教徒革命」および一六八八年の「名誉革命」によつて成就された、いわゆる「市
民革命」の運動の中に協同組合思想も現われ出る。いうまでもなく「市民革命」は封建的絶対主義的
支配体制va対する新興ブルジヨアジーの政治権力の奪取を軸とするものであるが、また同時va．この
体制の中で抑圧搾取される生産的労働者（小農民、手工業者、賃労働者）の抵抗のエネルギーが結集
されてはじめてこの革命が成功するのである。ということは、これらの両階級が利害関係を同一にし
たというのではない。むしろ反対であつたが、生産的労働者は封建的搾取を一層重圧としたからにほ
かならない。だがこの革命への参加によつて生産的労働者は、ブルジヨァ階級に対する抵抗の教訓を
会得したとい5ことにもなる。だから「市民革命」を通して、協同組合眉想は、資本主義体制を批判
するものとして次第に形を整えていつたということができる。
　それは、主va、ジヨン・リルパーンとレペラー運動、あるいは、クエーカー教徒の不服従運動であ
り、「レベラーズの掲げた左翼民主々義の原理は、チヤーテズム運動へ」「ウィンスタンリーの，．
，．．思想は、ジヨン・ベラーズを経て、ロパート・オーエンへと」（1）継承されていくのである。
　彼等の思想と運動とは、資本主義の発展、従つて、その矛盾の展開va相伴つて、変化継承され、
オーエンの「ニユー・ハーモニー」や「労働交換所」vaまでうけつがれるのである。
　この小論は、協同組合思想か．イギリス資本主義の発展と矛盾の中で．どのように成長し、その社
　　　L会体制批判の先峰を担つていくものであるかをボロバート・オーエンを中心にみていくものである。
　そして、協同組合が資本主義的矛盾を、実際上多少とも解消し得るものであるとはいえ、決して、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・i．1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r．∵コ　ρ　　　　　（噂｝
資本主義の基本的矛盾を消滅し得るものではないことを知るためにも、われをれは、協同組合思想の
生成と発展とを充分に研究していく必要を感じるのである。
　　注　（1）田村秀夫，イギリス革命周想史，創文社　3頁
　臥パート・オー一エンの協同組合思想は、デイガーズ運動の指導者，ジエラード，ウインスタンリ
（後va、クエーカー教徒の不服従運動に共鳴）から、ジヨン．ベラーズを通じて形成される。従つて、
　われわれは、ここで、デイガーズ運動あるいは「真のレペラーズ」に先だつ、レペラーズ運動およ
びその歴史的諸条件に若干触れておかねばならない。けだし、デイガーズ運動は、レベラーズ運動が
、クロムウェル政権の弾圧により、消滅した後、「真の1ノペラーズ」として．発展するに至つたから
である。
　「資本主義的生産様式の基礎をつくりだした変革の序曲は、一五世紀の最後の三分一期と一六世紀
の最初の数十alva演ぜられた」。それはいわゆる本源的蓄積の過程である。（1）
　農村毛織物業の発展と、それにつづく羊毛マニユプアクチユアの興隆、および羊毛価格の騰貴は、
「貨弊が権力中の権力vaなつた新しい時代の」「貴族」（2）をして、共同地および分割された小土地を
集中し、これを囲い込ませ、農民らの土地収奪が進行する。この土地収奪の過程は、周知の如くで南
るが、それはまた「本来的？ニユファクチユァ」をも招来せしめたのである。そして、こういう経済
的社会的条件が、封建勢力と新興ブルジヨアジ…の対立抗争の激化となつて、　「市民革命」を登場さ
せるのである。「市民革命」は、正に、てニユフアクチユアを営むブルジヨアジーの支配権の樹立を
意味するものであつた。
　（→　レペラーズ運動
　レベラーズ運動は、本来、「囲い地」を水平化することから起り、その運動の展開va伴つて「政治
的」水平化まで発展する。
　「清教徒革命」にあつては、レペラーズ達は、新興ブルジヨアジーの側に立つて、封建勢力と斗つ
た。新興ブルジヨアジーは、この革命で「独立派」を率いるクロムウエルvaよつて勝利を得た。この
時の議会派の軍隊は、小自営農民小親方、職人などの貧窮化した者一　下層兵　一　と、ブルジァ
層とヨー一　’Rン層　一　上層兵　一　から成り、利害は、必ずしも一致するものでなかつたが、長老派
の封建的勢力に対しては、共に斗わざるを得なかつたのである。下層兵たちは、軍隊内での完全な民
主的組織を望み、彼等の信奉するセクトに寛容であること、即ち、宗教の自由の保障を得んとして「
普通選挙」を要求した。しかし、クロムウエル及びブルジヨア達は、「普通選挙」の実施は、経済的
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平等・土地の再分配・財産権の侵害を導びくものとして反対した。一六四八年、下院を完全に自派の勢力下
においたクロムウエルの「独立派」は、レベラーズ達を危険な存在として弾圧していつた。
　レペラーズ運動は・囲い込に反対する農民の経済的斗争であつたが、それに、政治的、宗教的要素
が加わり、都市の貧民を巻き込んで、彼等の要求を主張するにいたるのである。議会＝ブルジヨァ
ジ學は「手甲順の宗熱真の灘舳平等」．を守るこ・鯉由咽王に反抗した・しカ・し・眠
　没落しつつある自営農民、小親方、手工業者にとつて、議会の存在理由は、自分達を搾取、収奪す
る自由、囲い込の拡大の自由、従つて、ブルジヨアジーの私有財産権の自由の確立にすぎなかつたの
である。
　貧民達は、この抗争により結局、何物をも痩得できないと気付くや、新興ブルジヨァジーに激しく対
立していくのである。しかし、その結果は、新興ブルジヨアジーの弾圧を招くことになつたし、また
貧民の要求も、レベラーズの消滅とともに、．新たな思想と運動を展開する方向に進むことになつたの
である。
　　（⇒　デイガーズ運動
　tzベラーズ運動が弾圧されてまもなく、「人民が荒蕪地の如き共同地を、誰れにも地代を払うこと
なしに掘り起し、穀物などを裁培するのは、公明正大なことであり、何等否認されるものではない」
（5）と主張し、土地開墾に着手し始めた一団が現われた。・これが、ディガーズである。このディガ。ズ
運動は、短命ではあつたが、注目を集めた。デイガーズ運動の中核は、土地を奪われた小艘民であつ
た。それ故s彼等の運動の目的も、囲い込va反対するものであつた。「いかなる人にとつても、自分
だけの専用のたあに、土地の一部を囲うことは、仲間を貧乏vaし、奴隷化することva等しい。」（4）。
しかしながら、彼等は、以前の農民反乱と異なり、武器をもつて、囲い込地を破壊しだり、地主たち
に反抗しなかつた。それでも、当然のこととして、彼等に対して地主やブルジヨアの攻勢があつた。
彼等デイガーズたちは、反論した。デイガーズは、私有財産を侵害するものでもなく、囲い込地を破
壊するものでもなく¢貧民の正当な共同地をつくること、荒蕪地を開墾し、額に汗をして、パンを得
ようとするものであること。デイガーズたちの、この様な要求にもかかわらず、地主たちは、執拗な
攻撃を企て、彼等をその開墾地から追い出したのである。
　従つて、デイガーズ運動は、運動としては、成功しなかつた爪　その思想的，理論的な面において、
後の、イギリス社会主義思想，共産主義思想に大きな影響を及ぼしたのである。
　デイガーズ運動の指導者ゼゲラード゜ウインスタンリーはいう。「もしも富老が．．．，g私有財
産をしつかり掴まえているならば、その土地をかれらに耕させる。そして、土地をわれわれのものと
いい、自分のものといわない一般の人々は．共有地や山お岡において、ともに働き、ともにパンを食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5’　一・
ぺるようにさせよ。」（5）またいう。「庄迫者ρ力とな簿たすべで¢粧律と慣習瀬』入タ¢安楽と曲（碗めD
新しい法律を準備し、制走ナる1。（6）さらにいう。個燃のナペての労働爽共有の在庫見にむけられる。…
tt，すぺての人は、共有の在庫品の増加のために働くのであるから．，．，g自分たちが使用でき
る財貨を自由に使用ができるのである。」と。（7）
　彼の描く未来図は極めて飛躍的であつた。すなわち、なお現存する封建的制度、慣習を根本的va破
壊し、それと全く異つた、共有に基づく共産的な共和制であつた。だが、ウインスタンリは明らかに
「コモンウエルス」を基礎とする社会体制を描きながらも、客観的諸条件を正しく認識しえなかつた。
。それは、資本主義的生産関係が十分に成熟せず、階級分化が不完全な時代、即ち、産業プロレタリ
ァートの出現が、顕著でない時代に彼が属していたからである。彼の理想的社会は、手工業者と小生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロや，産者との社会、即ら、が市民的社会の理想に帰してしまつたのである。
　ウインスタンリは、自分の計画が失敗した後、まもなく神秘主義につつまれた，クエーカ教徒〆不
服従運動に傾倒していつたのであるが、彼の思想は、ジヨン，ペラーズに受け継がれていく。
　　偉）　ジヨン・ベラーズ
　ペラーズのモツトーは．「勤労は、富をもたらす。怠惰なる老は、ぼろをまとえ、働かざる者は、
食うべからず。」（9）であつた。このモツトーは，労働貧民の権利を強調し、彼らを救済すべきことが
、その基礎をなしている。
　彼は、「産業学校」（Goユユθgθof工ndustry）を提唱し、そこに貧民労働者を収容し、彼
らに農工部面を担当させ、失業と貧窮を救済しようとする。「しかし、ベラ卿ズの貧民労働者に対す
る深き同情と理解は、一つの大きな限界をもつている」。　（tO）ペラーズは、「貧民の面倒をみる
ことは、富老の利益である」という。従つて、「そ学校の利益は、株主に分配されるぺきである。し
かし、労働者は、健康な者も病身な者も、独身者も既婚老も、そして妻子も、必要なずべての物を確
保することを保証されるぺきである」（11）と主張するのである。彼のこの理論は、「産業学校」
を一つの企業になぞらえて、富者と貧者とは、相互に助け合うべきという、貧民救済の限界を自ら暗
示し．設定してしまうのである。しかしながら、ここva、彼ペラーズの協同組合思想がみられるので
ある。即ち、無益な中間商人維持費の節約、共同生活による生活維持費の節約、農業と工業の結合、
婦女子も生産活動に従事する。組合員の生産の大部分は、直接消費に充当され、菊余はストツクされ、
、企業拡張に供される等々。
　ベラーズの協同組合思想は、ロパート，オーエンに受け継がれているように、「資本主義的経済法
則」そのものから、理解されたものではなく、多少、「アナクロニズム的」であるが、それは、労働
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貧民に対するヒユー＝ニズムを基底にして発想されたものである。
　かくして、ペラーズの「産業学校」は、約一世紀余を経て、ロバート．オーエンに継承され、また
彼の思想は、イギリスの労働運動に、大きな影響を及ぼしていつたのである。
注　（1）マルクス，資本論　大月書店　938頁
　　（2）同　上。
　　（5）平実　協同恩想の形成　ミネルヴア書房　59頁
　　（4｝　　マツクス，ベア　イギリス社会主義史（→岩波文庫　125～t26頁
　　C5），（6），（7），同上　157～142頁
　　（8）　G，」，HOLYOAK’E：▽OL，1　HisforJr　of　co－operati　on
　　　　1906狛三　p－p，19～20
　　〈9）平実　　前掲書　1t5頁
　　〔i①　（｝，」，HOLYOAKE：ibid，PP．20～2t
　　　イギリス資本主義の発展
　ロバート，オーエンの協同組合周想を叙述するとき、彼の層想の確立の条件になつtl．イギリス資
本主義の発展過程の叙述を省くことはできない。
　本源的蓄積の過程の進行はイギリス魔産業資本主義を開花する。七つの海をわがものとしたイギリ
スは．世界各地に植民地を獲得し、その植民地をマニユファクチユア製品販売の市場ある、、紋原料
員付け市場として確立する。この間、オランダとの植民地争奪戦は十入世紀イギリス産業資本主義の
発展によつてイギリスの勝利va帰し、世界市場は、文字通り、イギリス産業資本の一人舞台となる。
この「世界市場は、それ自身、この生産様式の基礎をなしている。他方、この生産様式va内在するとこ
ろの、絶えずより大きな規模で生産するという必然性は、世界の市場の不断の拡張に駆り立てる」
（1）このようにして、イギリス資本主義は、世界市場支配を強め．資本を蓄積し、来たるべき産業革命
に備えて、マニユファクチユァの内部に、機械制大工業に転化するための基礎を形成するのである。
　他方．農村においても、マニユファクチユァの発展と相侯つて．農業革命、そして、十八世紀の囲
い込運動（いわゆる第二次囲い込運動）の激化による自由な大量のプロレタリアが創り出される。
　この第二次囲い込運動は、農業上の諸改良を促進する積桿となつた地主は、自ら囲い込んだ土地に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
資本を投下し．土地の生産力を高めようとした。というのは、十八世紀va至つて生起した産業革命に
より、大都市に人口が集中し、穀物に対する需要が増大し、穀物価格が騰貴【し、従つてまた、地代が
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謄貴したからである。その結：果・地主は地代の騰貴によつて利益を得．大借地農業老は、穀物価格の
騰貴によつて農業利潤を手vaした。これに反して．小さなヨーマン、小借地農業者は、没落の一歩手
前まで追いやら執　「小屋住農夫」や「コピーホルダー」は、農村から駆遂され、プロレタリァva零
落していつた。かくして・囲い込運動の諸結果は、機械制大工業の出現と絡みあい、相互に作用しあ
いながら農業の資本主義化と農村の階級分化を促進した。
　このようva　”ニユフアクチユアの発展と囲い込運動とは、産業革命の基礎を形成し、イギリス資本
主義は、この基礎の上に歴史上未曾有の経験をするのである。
　この産業革命は技術的には、綿紡績の部門vaまず生じ、他の部門に波及的に拡大していく。エンゲ
ルスはいう。嚥気機関と紡績機の発見は、周知のように、産業革命の原動力となつたものである」（2）’ttt
そして、工作機械部門において頂点に達し、機械制大工業の支配vaよつて資本主義的生産様式を確固
たるものとする。また同時に、この産業革命＝機械化は労働者階級を窮乏化の淵va追いやるのである。
　こういう社会的背景のもとに、　「空想的社会主義老」ロバート，オーエンが現われる。彼の層想は
　「空想的」ではあるが、イギリス社会主義あるいは、協同組合思想の出現に道を開いたということ
から、その歴史の上に偉大なる地位を占めていることは、何人とも、否定できないであろう。
注　（1）K．？ルクス　「資本論」第三部第四篇二〇章　大月書房，d15頁
　　（2）F・エンゲルス「イギリスにおげる労働者階級の状態」武田隆夫訳漸潮社2項
　　　ロバート・オーエンの協同組合思想
　オーエンを評して、エンゲルスにいう。「彼は、崇高なまでに子供らしい単純な性格の人で、同時
va、まれに見る天成の指導者であつた。」（1）と。われわれは、オーエンの余りに有名な行為について
述べることはやめておこう。問題は、彼をして、そういう行為をとらしめた彼の思想的理論的側面を
みることにあるのであるから。
　「ロバート、オーエンは．人間の性格は、一方では、うまれながらの体質の産物であるが、他方で
は、その生涯を通じての、ことva、発育期のあいだの環境の産物であるという．誰物論的啓蒙思想家
の学説を身につけていた」（2）・オーエンetいう「一儲君らの悲滲を生みだした主要な諸原因は．君
たちが、身につけた　　　うそ、窃盗、泥酔、取振の不正．他人の意見に対しての寛容さの欠如とい
う習慣そして．君たちの宗教的見解が立派なものであるということを教え込んだ誤つた諸観念である
こと。一、これら宗教的見解は、人類の無数ともいえる程、多数の人々の心に印された如何なる見解
よりも大なる幸福を約束してくれると思つていること。一、こういう悲惨の諸原因は、他の諸原因の
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結果にすぎず、これらの原因を追求していけば、われわれの祖先と、我々自身とのあいだに今日にい
たるまで存続しつづけている無知ということに気づく。」（5）資本主義のもとでの苦汗制度や過重な労
働に悩んでいる労働者の悲滲，困窮、道徳的堕落は、彼らの環境を整え、良く教育を施せば、その苦
境から脱け出すことができると、オーエンvaは思えた。そして、社会改革者の仕事は．ま’ず第一に、
より良き性格を形成する環境をつくりだすことを宣伝することであると、彼は主張する。人間の性格
は、生まれながらの素質ととも欧その後の彼va働きかげる外部的環境vaよつて、形成されるのであ
るから・幼児期によい教育を綻なうことにより、善良なる麟を形成し、無口と繍ることがeき器寮たヲ鋤都）t
困窮と貧困とは彼一誤つた伝統的慣習による　一　が、原因であるから、労働者に対し
ても、適切な環境を与えていかねばならないと。正va、入道的博愛的思想である。　　　　、
　オーエンは、労働者のこういう最悪なる状態は、資本主義に内在する矛盾の産物であるというより
も、そうV、・5状態の中vaいる労働老の無知の所産であると考えている。また労働老のこういう状態を
救済するのは・無知なる労働老自身ではなく、富と英智をもつた指導的階級の者であると考える。
彼はいう・「最悪のものか畷良のものに．もつと撫知なものからもつとも啓発されたもの唖る
よう・な、一般的性質は、適当なる手段を用いることにより、ある特定の社会、広くte，界に対してさえ
与えられうるだろう。そして、この手段は、一般人事va大きな影響を及ぼす人々の指揮と支配のもと
にある。」（4）
　オーエンは、自から思考したことをニユーラナークで実践し、ヨーロツパにその名を高めた程の成
果をあげた。彼は、そこでの成果を国家的成果vaすべく、政府vaee求した。その時から．彼は、博愛
蟻を捨て・社会蟻を目執「空想的社会蟻者」・して名を馳るのである．そして、・れ以後
　彼の計画は、すべて失敗するのである。正に．一八一七Eのことである。
　一八一五ff～一八一八年の聞のオーエンは、工場法の制定のために、かなりの労力と財産とを費し
た。この時期から、彼は、「合理主義的教育者」から「社会経済学者」となつた。
　オーエンは、産業革命の影響を観察して、次のようrcいう。「この変化は、主として、わが国に綿
業を導入した灘発明vaよるものであり、アメリカに綿花が裁培されるよ5・vaなつたことによるもの
である。」そして「外国貿易が拡大されて、英帝国の富，産業，人口，政治勢力が急激に増大」した。
「しかrしながら・‘・こうい種要な諸結果は、実際上大きなものであつたが、そうい城果繊消
しにしないかとの乗いを生じるような、大きな害悪を伴つて、獲得されたのである。これまで、立法
老はs製造業を国家的富（Nat　ional　Wealtn）のSE＞泉であるという、一方的観点からのみ見てきたよ
殖思われる・製造業綿郷轡警磐写警智Fその発展から、国家的翻外喘果・・注
意を払つた立法者は・末だ一人もいなL・のである．」（5）2x・va・．かエンは、「雇用都、臥を利得
痩得の手段ζしてみている。また、犀人も、粗暴な性格になつている。」（6）ことを考察して、政府va
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．次のことを要求している。（7）
　一一一、機械工場における労働時間は、食事のための一時間半を入れて、一日十二時間に制限すること。
　二，十才未満の子供の雇用を禁止すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　十二才になるまで、六時間以上働かせてはrlらないこと。
　三、指定の時間後は．読み書きが、できて、初等算術の四則が理解できるまで、どの工場にも入れ
　　　ることを許さないこと。
　彼は、産業革命によつて、労働者の生活が苦しくなり、性格的にも、道徳的にも堕落していく原因
を、以前のように、労働老自からが、つくりだしてきた無知に帰着せしめるのではなく、資本家が、
労働者を利潤痩得の手段として、使用していることに着目．Lている。
　これらの法律的処置のために、オーエンは、奮斗し、二八一九Gの工場法va、それらは、「妥協の
形式」においてとり入れられた。
　これまで述べてきたように、オーエンは、博愛的社会教育者から社会主義者へと変つていくのであ
るが、彼の社会主義的思想と理論は、協同組合と経済論va、顕著にみられる。以下、「ラナーク州へ
の報告」を中心に、オーエンの思想的、理論的側面をみることvaしよ5。
　オーエンの基本的な理論は、労働価値説va基づいている。彼は、労働の重要性について、次のよう
に述べている。（8）
　一、正しく適用された肉体労働は、すべての富及び国民的繁栄の源泉である。
　二、正しく適用されれば．労働は、労働者がかなり安楽に暮せるのに必要な費明をこえて社会にと
　　　つて多くの価値をもつている。
「三、左しく適用された肉体労働は、世界のあらゆるところで、考えられるほどの人口増加のもとで
　　　も、将来何世紀の間も、この価値をもちつづけるようになる。
　四、肉体労働の正しい適用のもとでは、大英帝国及びその属領は、もつとも有益にその全注民にと
　　　つて、はかり知れない人口増加を、維持することができるであろう。
　オーエンは、このように、労働は、富の源泉であると説く。しかし、彼のいう労働とは、資本家が
、その労働を正しく適用した時に、富の、従つて国家繁栄の源泉となり得るので飾る。ここには、オ
ーエンの思想の一端が、のぞいている。彼は、末だ、政治斗争を嫌い、急進主義を非難する。それは
　文明がもたらしたところの生産力を破壊するであろうと、考えたからである。従つて、オーエンが
労働は、富の源泉であるというとき、それは生産手段の所有老と、労働力以外、何物をも所有していな
いプロレタリアとが、相互に助力し合うときに限つて、富の源泉となりうるのである。
　次に、価値については、「自然的価値基準は、原則として、人間労働、あるいは行使された肉体的
　　　　　　　　　　　　　σ　ρ　　∂　　9　’　9　　，　　，　∂　　∂　　●　　，　∂　　∂　　，　　9　　ρ　　9　，　　’　　9　∂　　，　”　　9　　∂　　9　　∂　”　　ρ
及び精神的人間諸力である」（9｝とする。そして、人間労働は、個人的に等しくないから、価値基準と
σ　　’　　，　　9　　∂　　∂　　夢　　9　　∂　　8　　t　　∂
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はなりえない、ということに対しては．馬の力も、等しくないが、　「馬力」という機械力の尺度とな
りうることを示して、しりぞけている。従つて「人間の労働力あるいは、力の平均は、確定され」「
……l間労働は、その自然的あるいは、内在的価値を獲得する」ll’　O）としている。オーエンは、おそら
く「抽象的人間労働」を考えていたのであろう。しかしながら、彼はこれ以上に進みえない。そして，
、「勇働老階級の仕事の不足は、富や資本の不足、あるいは、現存するそれを大いに増大させる諸手
段の不足から生じるのではなくて、この新資本のこの異常な増加分を社会全体va配分する様式のある
欠陥から、産業的にいえば、市場の不足から、野溝るいは、生産手段と同じひろさの交換手段の不足か
ら、生じるものである」（11）と、説くのである。即ち、オーエンは、富の源泉は、労働（但し、正しく
適用される）であると説き．価値の決定原理は労働であると説きながらも、社会的困窮や貧困の原因
を分配過程vaみて、生産過程にみることができなかつたのである。更にオーエンは．このような「市
場不足あるいは……交換手段の不足」のためva．富の円滑なる分配を妨げているものは、価値尺度と
しての貨弊の採用だと主張じ、「金及び銀が．こういう価値標準の目的のために、長いこと用いられ
てきたことは事実であるが、しかし、これらの金属は、単なる人為的標準であつたにすぎず、そして
その役目をきわめて不完全かつ不便にしか果してこなかつた。価値標準としての、それらの導入は、
あらゆる内在的価値を人為的価値に変えたのであり……社会の全般的な改善を著しく妨げてきたので
ある。……こういう意味で『貨弊は、すべての害悪の根源である』といえる」（12）と説いている。ここ』
ですで、交換過程に「害悪の根源」をみようとしているのであり、後に、彼は、労働交換所なるもの
を設立し．貨by　＝・「害悪の根源」に代わるものとして、実践してみるのである。
　それ故、オーエンは、この実践によつて次のように結論するのである。「人間労働にたいする需要
は、もはや気まぐれの支配をうけなくなるであろうし、あるいは、人間生活の維持が、現在のようva
不断に変化する、ひとつの商業にされたり、また、労働階級が，1野蛮あるいは文明あいづれかの社会
によつて．かつて、実施されたいかなる奴隷制よりも、そあ結果においてはるかに残忍な人為的賃金
制度の奴蒜どされることもなくなるであろう。」（13｝
　・こういう理論のもと焦彼は、理想社会を概観するのである。
　「ラナーク州への報告」第二部「計画の概論」及び第三部「計画の細目」で、オーエンは、自分の
計画、即ち．協同村を説明する。
　オーエンの理想社会コ協同村の計画は、次の六項目に分け考察される。（14
　x自身自身と社会（GOmmunity）に対して、最大の利益を与えるように組織されうる人数。
　二、その組織によつて、耕作されるべき土地の面積。
　三、その住民の、衣、食、庄および子弟の養育と教育のための諸制度。
　匹Lそれらの施設をつくり、管理するための人々。
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五、剰余生産物の処理、．およびいくつかの施設酔間に存在する関係。
　六、国の政府および一般社会とそれらの関係。
　オーエンは、ここでは、「農業村落」を第一次的なものとしている。これは、自給自足の生産と消
費との結合した社会を考慮しているからである。「我が国の現在の工業制度のもとで、そうであるよ
うに、労働者を食糧から切り離して、かれの生存を他人の労働と、あてvaならぬ供給とに依存せしめ
ることほど大きな誤謬は、他に例がない。」⑮とオーエンはいう。
　以後、彼は、ニユーラナーク鳳　自からが経験した諸裏をもつて、理想主義者の熟烈なる情熱を傾
注していく。「いま提案された方策が、実行不可能であるどころか、現存の袖会諸制度のこれ以上の
存続が、不可能であることは、すぐにわかるであろう。今や、すぺての者が．何かをせねばならない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　，　　9　　，　　∂　　，　　’　　，　　　ρ　　ρ
という叫びをくり返している。」ai6｝
　オーエンは、この計画を実行するに当り、数ク住にわたつて、それに必要な資金を集めた。しかし
今や、博愛主義者より「協同的社会主義者」となり、「平等な労働と分配の共同体」を唱える彼va、
かつて、彼の行為に賛意を払つた支配階級は、援助を拒んだのである。しかし、一八二五年彼は、
アメリカィンデイァナ州の「ハーモニー」開拓村を三万ポンドで購入し、そこを「ニユ，ハーモニー
」と名ずけて、協同村の建設に着手する。しかしながら、この協同村の建設も失敗va終り．莫大な財
産を失つて、イギリスに帰えり、再び、労働者階級の状態の改善に力を注ぎ、労働交換所を開設する
のである。時は、チヤーテズムの歴史に属するのである。
　注（t）1罫　Jエンゲルス：反デユーリング論，田村訳，大月書店，’　286頁
　　②同　　上，
　　（3）（｝，D，H，COLE：ROBERT　OWE］N－A　N£WV工EW　OF　SOG工ETY
　　　　AN⊃OTHER　WR工丁工NGS，An　Addrθs8　to　the　Inhabitants
　　　　of　NEW　bANARK，　EV］えYMAN，S［‘工BRARY，pp，96　～　97
　　（A）同，Essay－s　on　thθFormation　of　Character，First　Essay，pl6
　　（5）同，Observatione　on　the　Effθct　of　Manufaeturing
　　　　　　Sy’8tem　，pp，120　～　121，
　　（6）同，P，124，
　　（7）　同，pp，124　～　125，
　　（8）同，RepOrts　to　the　eo　untアof工」anark　p，2．a6，
　　（9）同，pp，250～251
　’i⑪）同，P，251　噛日　
　　（11）　同，　　P2d8，
一106
（12｝同p，249
a3）同，　P251
㈲同，PART皿，⊃etaiユs　Of　the　pユan，p，264
（15）同，　p，266
a・6｝同，　p，29’5
　　結　　び
　これまで、イギリス資本主義の生成と発展に伴つて生起した矛盾　一　手工業老、農民及び労働者1・’一
階級の生活の貧困、困窮を解消するたあに、協同組合思想が現われ、ロバート，オーエンvaいたつて
は、それが失敗したとはいえ、一応の成果をみた、ということを述べてきた。
　ここでは、更va、オーエン以前の協同組合思想とオーエンのそれとの関連を叙述して、オーエンの
協同組合思想の歴史的意義をみていくことvaしよう。
　レベラー運動やデイガー運動が発生したのは、本源的蓄積が加速度的に進行されていた時点であつ
た。従つて、tzペラーズやデイガーズたちの居想や行動は、資本主義の発展va、逆行する手工業者や
小農業生産者たちの世界を目指した．思想や行動であつた。資本主義的矛盾を発展的に解消するより
も、小市民的社会の確立を夢みていおのである。そPt故、彼らの眉想は、次の世代へ継承されてはい
くものの、そのままの継承ではありえなかつた。そして、「市民革命」と彼らの運動とが、時を同じ
くするのも、歴史的必然性をもつているといえよう。
　囲い込ua反対する経済斗争はs’共同地を耕作し、土地を富者も貧者も共に共有するという思想のも
とでおこなわれた。それは、専制的、封建的な勢力と斗い、また資本主義的私有財産制va反対するこ
とを意味した。彼の思想は、「アダムが耕し、イヴウb；紡いだとき、誰れが、紳士なりしか」といつ
た、ジヨン，ボールと軌を一一CCしている。　　　　　　　　　　　S
　レベラーズや、rgvaデイガーズたちの協同組合思想は、このように、イギリス資本主義の萌芽期と
いう歴史的制約をうけて上揚されるのである。しかし、デイガーズの思想は、やがて、ジヨンJペラ
ーズに受け継がれていくのである。
　ベラーズの思想の根本も、貧民に共同で有利な仕事を与え、富者にも、正当な利潤を有えるという
ところにある。いわく、「社会改革は、実業の基礎の上に立たねばならない」。ベラーズのこういう
思想は、Vベラーズや特に、デイガーズの貧民も富者も共にある、とする思想と共通している。それ
は、オーエンの思想にもみられる。
　ペラーズは、「産業学校」において、「共同的艘業植民地」を考案する。この「植民地」を設立す
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　るのには何よりも、富者からの寄附が必要であり、また、当然宮者は「貧民の習俗が改善され、よ
りよく衣食住が与えられるのをみて喜ぶ」（1）にちがいないと考えた。ここにも、オーエンとの共通点
がみられる。
　オーエンの「ニユー、ハーモ＝一」も、基本的には、支配階級の寄附をas4k手るものであつた。し
かし、その時vaは、オー詣ンは、単なる傅愛婁義老ではなく、資本蓋義体制それ自体を批判する「協
伺的社会主義者」であつたから、支配階級から、相手にされなくなつたのである。
　しかしながら、このことvaもまして、ペラーズとオーエンとの共通点は、労働価値説にある。ベラ
輌ズはいう。「貨幣は、便益をもつているけれども、それは、人々のあいだで信用の失われること
に対する抵当であるから、やはり、あやまちなしにはありえない。………富者が、かれらの貨幣を失
うときvaGt、なお食料をとる土地をもち、人手があるとしても、貧しい労働者をおとうことはできな
い。国家の真の富は、貧しい労働者であつて、貨幣ではない。　国家における貨幣は、びつこに対す
る松葉杖である。体が健全なとき：には、松葉杖は、邪魔である。だから、個人的利益が、一般の利益
となるこのような大学では、貨幣はほとんど用をなさなくなる」（2）のであると。貨幣ではなく、労働
によつて、価値が表わされれば、土地が果実を生み、労働者は、それを自己の分前として、十分に有
えられるから、大学に社会は「容易に破壊されはしない。……もし掠奪されることがあつても、十ニ
カ月で再び補充されるであろう。………雪働」は、「土壌と同じく、物を生産するであろう」。（3）
　艘のベラーズの考案は、オーエンの「労働交換所」に先鞭をつけたものである。
　　9・〉・一トil一エンの思想は、産業革命を経験した、イ判ス資本蟻の諸矛盾から、引き出され
てきたものとを蛎・え、彼以前の思想、とくにベラーズの思想とよく共通している。そこに、オーエン
が「空想的社会主義老」と呼ばれる所以が有るのである。オーエンの生涯のうちの後期は、ナヤーテ
ズムの時期に属するのではあるが、彼の思想は、「オーエン主養1としで継承され、後の協同組合思
想と運動および労働運動に多大な影響を及ぼしていくのである。
注　（1）マツクスρペァ：イギリス社会主義史（一），大島清訳，岩波文庫，149頁
　　（2）同，150～151頁。
　　㈲　同
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